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2令和３年12月1日　はんなん市議会だより　第122号

員議会議市南阪 一 般 選 挙

①４　②百々　麻希　③46
④箱作241番地の５
⑤大阪維新の会
⑥080－5346－4425

①３　②二神　勝　③54
④緑ヶ丘１丁目23番13号
⑤公明党
⑥471－7243

①２　②山本　守　③62
④自然田658番地の13
⑤公明党
⑥473－3818

①１　②福田　雅之　③57
④尾崎町１丁目４番23－２号
⑤公明党
⑥472－5906

①８　②中村　秀人　③59
④尾崎町５丁目26番１号
⑤無所属
⑥457－7238

①７　②角野　信和　③73
④光陽台４丁目25番５号
⑤大阪維新の会
⑥424－7999

①６　②渡辺　秀綱　③50
④さつき台２丁目１番１号
⑤大阪維新の会
⑥080－5636－7576

①５　②山本　光男　③54
④箱作313番地の３
⑤大阪維新の会
⑥415－2467

①12　②岡　やよい　③45
④箱作1178番地の32
⑤無所属
⑥080－6947－6784

①11　②見本　栄次　③69
④新町289番地
⑤無所属
⑥471－1052

①10　②上甲　誠　③48
④舞３丁目41番23号
⑤無所属
⑥474－9211

①９　②畑中　譲　③54
④鳥取223番地の９
⑤無所属
⑥473－0077

①14　②岩室　敏和　③74
④黒田714番地の４
⑤無所属
⑥471－1740

①13　②浅井　妙子　③65
④舞５丁目２番20号
⑤無所属
⑥472－9655

①議席番号
②氏名　　③年齢　　④住所
⑤所属政党名
⑥電話番号

（令和３年10月12日現在）

令和３年９月19日執行の阪南市議会議員一般選挙により、14人の議員が選出されました。

新たな顔ぶれで、行政をチェック!!新たな顔ぶれで、行政をチェック!!

市 議 会 議 員 １4 人 が 決 定市 議 会 議 員 １4 人 が 決 定
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10 月 臨 時 会

令和３年第２回臨時会を10月12日に開催し、
　　　　　　　　議会の役員等が選出されました。
令和３年第２回臨時会を10月12日に開催し、
　　　　　　　　議会の役員等が選出されました。

第２回
臨時会

議会の新構成決まる議会の新構成決まる議会の新構成決まる

監査委員

山
やま

　本
もと

　光
みつ

　男
お

副 議 長
中
なか

　村
むら

　秀
ひで

　人
と

議　　長

岩
いわ

　室
むろ

　敏
とし

　和
かず

総 務 事 業
常任委員会委員

厚 生 文 教
常任委員会委員

○市の財政に関すること　○危機管理、防災に関すること
○都市計画、まちづくりに関すること　○下水道に関すること
○職員の人事、給与に関すること　他

○環境保全に関すること　○国民健康保険、国民年金に関すること
○福祉施策に関すること　○子育て支援に関すること
○教育に関すること　他

主に次の内容を審査します。

主に次の内容を審査します。

委員長
二神　勝

委員長
畑中　譲

副委員長
角野　信和

副委員長
山本　守

委員
福田　雅之

委員
百々　麻希

委員
山本　光男

委員
渡辺　秀綱

委員
中村　秀人

委員
見本　栄次

委員
上甲　誠

委員
岡　やよい

委員
浅井　妙子

委員
岩室　敏和
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10 月 臨 時 会

議 会 運 営
委 員 会 委 員

◎角野　信和	 ○畑中　譲	 福田　雅之	 上甲　誠
　浅井　妙子	  （中村　秀人）

泉南清掃事務組合
議 会 議 員

　岩室　敏和	 　中村　秀人	 山本　光男	 畑中　譲
　山本　守	 　渡辺　秀綱

泉 州 南 消 防 組 合
議 会 議 員 　岩室　敏和	 　二神　勝	 角野　信和

大阪広域水道企業団
議 会 議 員 　二神　勝　（令和３年11月〜）

大阪府後期高齢者医療
広域連合議会議員 　畑中　譲　（令和４年６月〜（予定））

議 会 広 報 編 集
委 員 会 委 員

◎岡　やよい	 ○百々　麻希	 　山本　守	 畑中　譲
　上甲　誠	  （中村　秀人）

第２回臨時会にて可決した議案一覧第２回臨時会にて可決した議案一覧（本文掲載議案は除く）（本文掲載議案は除く）

・専決処分事項の承認を求めることについて（専決第20号）
　令和３年度阪南市一般会計補正予算（第７号）

・専決処分事項の報告について（専決第19号）
　損害賠償の額を定め、和解することについて

阪
南
市
議
会

会
派
別
議
員
名
簿
（定数14名）

◎
印
　
幹
事
長
　
　
○
印
　
副
幹
事
長

会
派
名

氏
　
　
　
　
名

大　　阪
維新の会

◎　

角　

野　

信　

和

○　

山　

本　

光　

男

　
　

渡　

辺　

秀　

綱

　
　

百　

　々

麻　

希

公明党

◎　

福　

田　

雅　

之

○　

山　

本　
　
　

守

　
　

二　

神　
　
　

勝

市民くらぶ

◎　

浅　

井　

妙　

子

○　

岡　
　
　

や
よ
い

　
　

岩　

室　

敏　

和

創生会

◎　

畑　

中　
　
　

譲

○　

中　

村　

秀　

人

無会派
の　会

◎　

上　

甲　
　
　

誠

○　

見　

本　

栄　

次

�

令
和
３
年
10
月
12
日
現
在

※◎委員長　〇副委員長、（　　　）はオブザーバー　※議長はすべての委員会に出席する。
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９ 月 定 例 会

【
令
和
２
年
度
阪
南
市

　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
】

　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
本
市
の
財
政
状
況

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
や
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
の
実
施

に
伴
い
、
歳
入
歳
出
と
も
に
大
幅
な
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
交
付
金
等
の
大
幅
な
増
加
に
加

え
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
地
方
交
付
税
及

び
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
付
金
等
を

含
め
た
寄
付
金
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
、
前

年
度
比
37
・
３
％
増
の
２
５
１
億
４
９
１
８

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
に
係
る
経
費
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
り
、
前
年
度
比
37
％
増
の
２
４
７
億
２
２

１
７
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
を
除
く
実
質
収
支
は
３
億
７
３
３
５

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
決
算
認
定
は
、
令
和
２
年
度
決
算
審
査

特
別
委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

　

付
託
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
・
答
弁
・

意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　

女
性
消
防
団
結
成
か
ら
１
年
が
経
過

し
た
が
、
現
在
の
団
員
数
と
活
動
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

危
機
管
理
課
長
10
名
の
定
員
に
対
し
、

８
名
の
団
員
が
活
躍
し
て
い
る
。
活
動
内
容

は
消
防
学
校
で
基
礎
教
育
訓
練
等
を
受
講
、

防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
ま
た
、
実
践
と
し
て

８
月
18
日
の
豪
雨
の
際
に
避
難
所
の
運
営
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
　

女
性
消
防
団
の
避
難
所
で
の
活
動
は

非
常
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
。
地
域
防
災
力

の
向
上
の
た
め
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
の
予

約
が
殺
到
し
て
、
２
、
３
週
間
待
っ
た
と
も

聞
い
て
い
る
。
市
民
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
課
長
平
日
及
び
休
日
開
庁
時
の
予

約
枠
の
増
や
夜
間
開
庁
を
実
施
し
て
き
た
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
車
人
員
数

が
急
減
し
て
い
る
が
、
要
因
は
。

都
市
整
備
課
長
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ	

委
員

委
員

委
員

委
員

と
で
外
出
の
抑
制
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

登
校
中
の
児
童
生
徒
が
巻
き
込
ま
れ

る
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
。
通
学

路
の
安
全
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
総
務
課
長
通
学
路
の
危
険
個
所

の
把
握
と
し
て
、
各
学
校
が
安
全
点
検
を
実

施
す
る
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
へ
周
知
や
注

意
喚
起
、
安
全
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
危

険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
阪
南
市
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
警
察
、
道
路
管
理
者
、
教
育
機
関
な
ど

関
係
機
関
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
計
画
的
に

安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

　
　
　

予
算
が
限
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

優
先
順
位
を
付
け
て
、
安
全
対
策
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

イ
ラ
ス
ト
①

委
員

委
員

◎
全
会
一
致
で
認
定

第3回
定例会

令和２年度決算を令和２年度決算を
全会一致で認定全会一致で認定

ー経常収支比率は95.6％ーー経常収支比率は95.6％ー

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
を
８
月
24
日
か
ら
９
月
３
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
５
件
や
条
例
改
正
５
件
等
を
可
決
し
た
他
、
令
和
２
年
度
決
算
を
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

�

ま
た
、
議
会
か
ら
提
出
し
た
議
会
議
案
１
件
は
、
全
会
一
致
で
可
決
。
意
見
書
２
件
の
う
ち
、
１
件
は
全
会
一
致
で
採
択
。
１
件

は
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。

決　
　
　
　

算
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９ 月 定 例 会

意見書意見書意見書意見書 を可決し、国等に送付しました

○コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（全会一致）
≪要旨≫
　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の
防災・減災、社会保障関係経費や公共施設の老朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需要に見合う財
源が求められる。
　よって、国においては、令和４年度以降３年間の地方一般財源総額について、十分な総額を確保する
こと。炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源
配分することなどを、強く要望する。

○日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書（賛成多数）
≪要旨≫
　広島と長崎にアメリカの原子爆弾が投下されてから７２年を経た２０１７年７月７日、歴史的な核兵器禁止
条約が採択された。条約は、核保有国の条約への参加の道を規定するなど核兵器完全廃絶への枠組みを
示している。同時に、被爆者や核実験被害者への援助を行う責任も明記され、被爆国、被害国の国民の
切望に応えるものとなっている。
　よって、政府は、「唯一の被爆国」として核兵器全面禁止のために真剣に努力する証として、安全保
障環境を作り出し、核兵器禁止条約に参加、調印、批准することを求める。

第３回定例会にて可決・承認した議案等一覧第３回定例会にて可決・承認した議案等一覧
・阪南市手数料徴収条例の一部を改正する条例制定につい
て
・令和２年度決算審査特別委員会の設置について
・令和２年度決算審査特別委員会委員の選任について
・令和２年度健全化判断比率について
・令和２年度下水道事業会計資金不足比率について
・令和２年度病院事業会計資金不足比率について
・阪南市個人情報保護条例及び阪南市個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
制定について
・財産の無償貸付けについて
・阪南市印鑑条例の一部を改正する条例制定について
・阪南市地域交流館条例の一部を改正する条例制定につい
て
・職員等の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例
制定について
・阪南市泉南市岬町介護認定審査会共同設置規約の変更に
係る協議について
・阪南市泉南市岬町障害支援区分認定審査会共同設置規約
の変更に係る協議について

　核兵器のない世界は、もはや全人類の願い。様々な意見
や見解の相違を乗り越えて、一歩でも目標に近づくことが
極めて大事。批准国が50か国を超え、ついに核兵器禁止
条約が発効したこの記念すべき年に、唯一の被爆国である
日本国政府がこの条約の批准を行うことは、人類史上に画
期的な足跡を残すことは間違いない。

賛成討論賛成討論

・令和３年度阪南市一般会計補正予算（第５号）
・令和３年度阪南市国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）

・令和３年度阪南市介護保険特別会計補正予算（第２号）
・令和３年度阪南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）

・令和３年度阪南市一般会計補正予算（第６号）
・令和２年度阪南市一般会計歳入歳出決算認定について
・令和２年度阪南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
定について

・令和２年度阪南市財産区特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

・令和２年度阪南市介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

・令和２年度阪南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について

・令和２年度阪南市下水道事業会計決算認定について
・令和２年度阪南市病院事業会計決算認定について
　
※賛否が分かれた議案は９ページ

　より現実に即した外交安全保障政策を展開し、一片の曇
りもなき世界平和の実現、維持に全力を傾聴することを日
本維新の会として、発表したところ。この中で、国際社会
でポスト核拡散防止条約体制を追求するべく、核軍縮に向
けた新たな枠組みの構築を目指し、より実効性を高める方
針を掲げている。

反対討論反対討論
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代 表 質 問

３会派が代表質問を、
６人の議員が個人質問を行いました。
その主な内容を掲載します。

第３回
定例会

一 般 質 問一 般 質 問

　
　

第
４
次
の
緊
急
事
態
宣
言
の
も
と
で
、

生
活
困
窮
者
を
対
象
に
臨
時
交
付
金
が
、
国

か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

大
阪
府
下
で
は
、
申
請
者
が
対
象
の
10
％
前

後
に
留
ま
っ
て
お
り
、
せ
っ
か
く
の
給
付
金

が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
る
。

こ
の
原
因
を
ど
う
捕
ら
え
て
い
る
か
。
世
帯

全
員
の
資
産
状
況
を
申
告
さ
せ
、
求
職
活
動

を
求
め
る
な
ど
、
生
活
保
護
申
請
と
同
様
の

要
件
を
求
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
障
壁
に

な
っ
て
い
な
い
か
。

問

　
　

特
例
貸
付
は
、
休
業
や
失
業
等
に
よ
る

収
入
減
少
が
あ
っ
た
世
帯
が
生
活
の
立
て
直

し
の
た
め
、
安
定
的
な
資
金
と
し
て
貸
付
け

が
受
け
ら
れ
る
も
の
。
一
方
、
支
援
金
は
、

特
例
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
世
帯
で

あ
っ
て
も
、
世
帯
人
数
に
応
じ
た
収
入
、
資

産
、
求
職
活
動
等
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ

ば
申
請
に
至
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
要
件
に
満

た
な
い
世
帯
が
多
い
と
推
測
し
て
い
る
。
今

後
も
生
活
困
窮
の
方
々
に
支
援
が
届
く
よ
う
、

国
や
府
へ
要
望
し
て
参
り
た
い
。

答

申
請
者
が
対
象
の
10
％
前
後
に
留
ま
っ
て
お
り
、
生
活

保
護
申
請
と
同
様
の
要
件
が
障
壁
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

今
後
も
生
活
困
窮
の
方
々
に
支
援
が
届
く
よ
う
、

国
や
府
へ
要
望
し
て
参
り
た
い
。（
健
康
福
祉
部
長
）

（質問者）
日本共産党　河合　眞由美　大脇　健五

生活困窮者向け臨時交付金に
ついて

介護予防・フレイル対策の充実、
強化について

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

市
民
病
院
の
存
続
と
充
実
に
つ
い

て
○�

魅
力
あ
ふ
れ
る
阪
南
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

　
　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
言
う
言
葉
が
あ

る
が
噛
ん
だ
り
、
飲
み
込
ん
だ
り
、
話
し
た

り
す
る
た
め
の
口
腔
機
能
が
衰
え
る
こ
と
を

指
す
が
、
早
期
重
要
な
老
化
の
サ
イ
ン
と
さ

れ
る
。
噛
む
力
や
舌
の
動
き
の
悪
化
が
食
生

活
に
支
障
を
及
ぼ
し
た
り
、
滑
舌
が
悪
く
な

る
こ
と
で
人
や
社
会
と
の
関
わ
り
の
減
少
を

招
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
な
フ
レ

イ
ル
進
行
の
前
兆
と
な
り
深
い
関
係
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
効
果
的
な
フ
レ
イ
ル
対
策

と
し
て
口
腔
体
操
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

問

　
　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
を
徹
底
し
、
介
護
予
防
拠
点
や
健
康
体

操
教
室
な
ど
、
通
い
の
場
や
運
動
の
場
の
確

保
と
あ
わ
せ
て
、
広
報
は
ん
な
ん
に
健
康
体

操
の
掲
載
や
、
運
動
教
室
参
加
者
に
フ
レ
イ

ル
予
防
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
を
行
っ

た
。
今
年
度
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
へ
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
な
ど
の
動
画
の
ア
ッ
プ
や
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
促
進
事
業
の
実
施
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
で
の
、
フ

レ
イ
ル
予
防
の
チ
ラ
シ
の
配
架
を
行
っ
た
。

答

効
果
的
な
フ
レ
イ
ル
対
策
と
し
て
口
腔
体
操
を

取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
で
の
、
フ
レ
イ
ル
予

防
の
チ
ラ
シ
の
配
架
を
行
っ
た
。（
健
康
福
祉
部
長
）

（質問者）
公明党　二神　勝　福田　雅之　山本　守

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

阪
南
市
総
合
計
画　
阪
南
市
行
政

経
営
計
画
（
令
和
３
年
度
）（
行

政
経
営
方
針
ほ
か
）
に
つ
い
て
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代 表 質 問

　
　5

日	

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

7
日	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

8
日	

全
員
協
議
会

１3
日	

議
員
研
修
会
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
勉
強

会
）

１4
日	

南
部
市
議
会
議
長
会
総
会

１9
日	

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

	

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
全
員
協
議

会

２０
日	

総
務
事
業
常
任
委
員
会

２１
日	

議
員
連
絡
会

3０
日	

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
全
員
協
議

会
・
臨
時
会

　
　６

日	

南
部
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
（
リ

モ
ー
ト
）

１8
日	

議
会
運
営
委
員
会

２０
日	

議
員
連
絡
会

２3
日	

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
議
会
運
営
委
員

会
・
全
員
協
議
会

２4
日	

第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

２5
日	

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）・
議
会
運

営
委
員
会

２6
日	

第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

２７
日	

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
定
例
会

3０
日	

総
務
事
業
常
任
委
員
会

3１
日	

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　1

日	

令
和
２
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会

3
日	

第
３
回
定
例
会
（
最
終
日
）・
議
員
連

絡
会

　
　１

日	

全
員
協
議
会

６
日	

全
員
協
議
会
・
会
派
代
表
者
会

１２
日	

臨
時
会

２１
日	

議
員
連
絡
会

２７
日	

総
務
事
業
常
任
委
員
会

２8
日	

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
理
事
会

２9
日	

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

	

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
議
会
運
営
委
員

会
・
全
員
協
議
会

７
月

８
月

９
月

10
月

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い

て

　
　

大
阪
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

急
拡
大
へ
の
対
応
で
自
宅
療
養
者
へ
の
「
訪

問
看
護
」
に
続
き
「
往
診
」
を
行
う
体
制
を

府
医
師
会
と
整
え
、
そ
の
運
用
を
開
始
す
る

と
発
表
し
た
。
自
宅
療
養
者
は
８
月
下
旬
、

府
内
で
１
万
名
を
超
え
、
阪
南
市
内
で
も
14

名
と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
独
自
に
地

元
医
師
会
な
ど
に
対
し
「
往
診
や
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
」
な
ど
そ
の
働
き
か
け
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
教
え
て
頂
き

た
い
。	

問

　
　

大
阪
府
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

や
訪
問
診
療
な
ど
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
と

連
携
し
整
備
を
進
め
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

泉
佐
野
保
健
所
に
お
い
て
は
、
泉
佐
野
泉
南

医
師
会
と
連
携
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
自
宅
療
養
患
者
に
対
し
、
主
治

医
や
医
師
会
に
属
す
る
医
師
が
往
診
等
を
行

う
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は

府
と
連
携
協
力
し
、
医
療
機
関
へ
働
き
か
け
、

自
宅
療
養
さ
れ
て
い
る
方
が
安
心
し
て
療
養

生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
る
。

答

市
と
し
て
独
自
に
地
元
医
師
会
に
対
し
「
往
診
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
」
の
働
き
か
け
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
を
問
う
。

本
市
は
府
と
連
携
協
力
し
、
医
療
機
関
へ
働
き
か
け
、
自
宅
療
養
さ
れ
て
い
る

方
が
安
心
し
て
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
る
。（
健
康
福
祉
部
長
）

（質問者）
大阪維新の会　角野　信和　渡辺　秀綱

コロナ患者への「訪問看護」に加え
「往診」など市内の医療提供体制を整備すべき

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�
市
民
に
寄
り
添
う
情
報
受
発
信
に

つ
い
て

○�

自
治
会
加
入
率
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

○�

市
民
協
働
、
官
民
連
携
に
つ
い
て

　
　

阪
南
市
の
将
来
を
考
え
る
と
、
人
口
減

少
こ
そ
緊
急
事
態
で
あ
り
、
ま
ず
阪
南
市
の

人
口
を
増
や
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
口

を
増
や
す
（
減
少
を
鈍
化
さ
せ
る
）
た
め
に

は
「
子
育
て
世
代
に
選
ん
で
も
ら
え
る
阪
南

市
」
を
作
る
こ
と
が
も
っ
と
も
近
道
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充
や
市

の
魅
力
を
磨
く
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
問
う
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

現
状
と
市
民
要
望
に
つ
い
て
、
行
財
政
構
造

改
革
プ
ラ
ン
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
問
う
。

問

　
　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
第
２
期
阪
南
市

総
合
戦
略
で
は
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
施
策
展
開
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充
に
つ
い
て
は

非
常
に
重
要
な
施
策
。
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
専
門
部
署
を
作
り
し
っ
か
り
と
進

め
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
今

後
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
見
直
し
の

際
に
事
業
者
と
協
議
し
て
参
る
。
行
財
政
改

革
は
15
年
後
の
姿
を
示
し
た
上
で
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
て
参
る
。

答

人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
「
子
育
て
世
代
に
選
ん
で
も
ら
え
る
阪
南
市
」
が
近

道
で
あ
る
が
医
療
費
助
成
拡
充
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
問
う
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充
に
つ
い
て
は
非
常
に
重
要
な
施
策
で
あ
る
し
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
専
門
部
署
を
作
り
し
っ
か
り
と
進
め
る
。（
市
長
）

上甲　誠

阪南市の人口を増やす
取組について

代 表 質 問 ・ 個 人 質 問
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個 人 質 問

　
　

政
府
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
を
宣
言
。
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
、

長
期
戦
略
の
見
直
し
の
加
速
を
支
持
さ
れ
た
。

　

集
中
豪
雨
、
森
林
火
災
、
大
雪
な
ど
、
世

界
各
国
で
異
常
気
象
が
発
生
す
る
中
、
脱
炭

素
社
会
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
る
。

　

阪
南
市
は
い
ち
早
く
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
を
宣
言
」
し
た
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
と
し
て
、
今
後
の
考
え
方
や
目
標
、
取

組
等
に
つ
い
て
問
う
。	

問

　
　

本
市
は
、
市
民
・
事
業
者
な
ど
と
一
体

と
な
っ
て
、
持
続
可
能
な
環
境
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
市
内

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
挑
戦
す
る
こ
と

を
表
明
し
た
。
現
在
、
第
５
次
阪
南
市
地
球

温
暖
化
対
策
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
環
境
、
社
会
、
経
済
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
社
会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
考
え
方
を
活
か
し
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
環
境
づ
く
り
を
一
層
努
め
て
参
る
。

答

阪
南
市
は
い
ち
早
く
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を

し
た
が
、
今
後
の
考
え
方
や
目
標
、
取
組
等
に
つ
い
て
問
う
。

第
５
次
阪
南
市
地
球
温
暖
化
防
止
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
か
し
、
持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り
を
努
め
て
参
る
。（
市
長
）

中村　秀人

2050年までに温室効果ガス排出量実質ゼロに
向けて自治体の取組について

▲阪南市ゼロカーボンシティ宣言

　
　

本
年
７
月
４
日
に
発
生
し
た
熱
海
土
石

流
は
、
多
く
の
尊
い
命
を
奪
い
、
人
災
の
疑

い
が
濃
厚
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
住
宅
開
発
、

不
動
産
業
界
、
土
木
業
界
の
信
頼
を
大
き
く

毀
損
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。

　

行
政
指
導
が
適
切
に
改
善
に
至
っ
て
お
ら

ず
、
条
例
の
実
効
性
の
限
界
と
無
力
感
さ
え

感
じ
る
。

　

熱
海
土
石
流
か
ら
、
何
を
教
訓
と
し
、
本

条
例
の
実
効
性
を
ど
う
高
め
る
の
か
、
基
本

的
な
考
え
方
を
問
う
。	

問

　
　

令
和
２
年
４
月
、
本
市
は
３
千
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
の
埋
立
て
行
為
を
対
象
と
す

る
阪
南
市
土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
市
条

例
施
行
以
降
、
規
制
対
象
と
な
る
土
砂
埋
立

て
等
の
届
け
出
実
績
は
な
い
が
、
今
後
、
規

制
に
係
る
届
出
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
熱

海
市
の
災
害
等
を
教
訓
と
し
て
、
必
要
な
規

制
な
ど
条
例
を
適
切
に
運
用
し
、
土
砂
災
害

の
防
止
及
び
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
参

る
。 答

本
年
発
生
し
た
熱
海
土
石
流
か
ら
、
何
を
教
訓
と
し
、
本

条
例
の
実
効
性
を
高
め
る
の
か
、基
本
的
な
考
え
方
を
問
う
。

熱
海
市
の
災
害
等
を
教
訓
と
し
、
条
例
を
適
切
に
運
用
、
土
砂

災
害
の
防
止
及
び
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
参
る
。（
市
長
）

角野　信和

「阪南市土砂埋立て等の規制に
関する条例」について

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

令
和
２
年
度
阪
南
市
一
般
・
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
に
つ
い
て

賛否が分かれた議案

大
脇　

健
五

河
合
眞
由
美

福
田　

雅
之

山
本　
　

守

二
神　
　

勝

渡
辺　

秀
綱

角
野　

信
和

見
本　

栄
次

上
甲　
　

誠

畑
中　
　

譲

中
村　

秀
人

中
谷　

清
豪

岩
室　

敏
和

浅
井　

妙
子

結
果

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・
批准を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × 議

長 ○ ○ 可
決

� ○：賛成　×：反対
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個 人 質 問

「定例会及び委員会の録画映像」を見ることができます。
　市議会のウェブサイトでは、次回定例会のご案内や一般質問通告書、議決結果表、議会だより、
定例会の「録画映像」等を掲載しています。
　また、「会議録検索システム」を市議会ウェブサイトに搭載しています。これにより、本会議
での内容を記録した「会議録」、委員会での内容を記録した「委員会録」を
インターネットを通じてご覧いただけるようになっています。
　市議会ウェブサイトには、阪南市ホームページ左段にある「阪南市議会」
のボタンをクリックしていただくとアクセスできます。
　多くのアクセスをお待ちしています。

　
　

菅
総
理
は
、
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
、

な
お
爆
発
的
な
感
染
が
広
が
る
も
と
で
も
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
強
行
し
、
国
民
の
大
き
な
批
判
に
さ
ら
さ

れ
た
。

　

さ
ら
に
、
軽
症
者
は
自
宅
療
養
が
基
本
な

ど
と
い
う
発
言
に
も
与
党
内
部
か
ら
も
発
言

の
撤
回
を
求
め
る
声
が
起
こ
っ
て
い
る
。
阪

南
市
に
お
い
て
市
民
の
命
第
一
の
施
策
展
開

を
求
め
た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

問

　
　

本
市
で
は
、
三
密
の
回
避
、
マ
ス
ク
着

用
、
う
が
い
、
手
指
の
消
毒
の
徹
底
な
ど
、

一
層
の
啓
発
に
努
め
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
対
策
の
決
め
手
と

し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

市
民
が
接
種
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
若
年
層
の
感
染
急
増
に
不
安
が

募
っ
て
き
て
お
り
、
改
め
て
感
染
予
防
対
策

の
徹
底
や
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
を
啓
発
し
、

国
・
府
・
地
元
医
師
会
な
ど
と
連
携
協
力
の

下
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
を
図
っ
て
参
る
。	

答

阪
南
市
に
お
い
て
市
民
の
命
第
一
の
施
策
展
開
を
求
め

た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

改
め
て
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
、
国
・
府
・
地
元
医
師
会
な
ど
と

連
携
協
力
の
下
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
を
図
っ
て
参
る
。（
市
長
）

河合　眞由美

新型コロナ感染防止対策について

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
18
歳

ま
で
の
拡
充
に
つ
い
て

　
　
「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」
の
う

ち
、
市
が
直
営
で
行
っ
て
い
た
事
業
も
す
べ

て
一
括
し
て
再
編
と
い
う
形
は
、
市
民
に

と
っ
て
は
選
択
肢
が
な
く
な
り
、「
子
育
て

支
援
」
と
い
う
点
か
ら
後
退
で
は
な
い
か
。

同
事
業
は
、
子
育
て
中
の
家
庭
同
士
が
知
り

合
い
、
多
様
な
価
値
観
と
出
会
い
、
自
分
の

子
ど
も
だ
け
で
は
な
い
子
ど
も
の
成
長
を
喜

び
あ
え
る
人
と
出
会
え
る
大
切
な
事
業
で
あ

る
。
そ
こ
を
、
民
間
の
一
事
業
者
が
一
括
し

て
担
う
こ
と
の
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

問

　
　

現
在
、
市
が
実
施
し
て
い
る
地
域
子
育

て
支
援
事
業
と
市
が
委
託
し
て
い
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
、
こ
の

両
事
業
を
地
域
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
一

体
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
が
得
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
事
業
者

の
有
す
る
技
術
や
発
想
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
、
地
域
子
育
て
の
支
援
機
能
が
さ
ら
に
充

実
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、
今
回
の
事
業

の
再
編
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

答

「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」
の
う
ち
、
市
の
直
営
で
行
っ
て
い
た
事
業
も

す
べ
て
民
間
の
一
事
業
者
が
一
括
し
、
担
う
こ
と
の
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

民
間
事
業
者
の
有
す
る
技
術
や
発
想
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
地
域
子
育

て
の
支
援
機
能
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。（
こ
ど
も
未
来
部
長
）

浅井　妙子

「子育て世代の希望をかなえ子育て・
子育ちが満喫できるまち」について

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

「
誰
も
が
健
康
で
幸
せ
に
安
全
・

安
心
に
生
活
し
や
す
い
ま
ち
」
に

つ
い
て

○�

「
阪
南
市
に
住
み
た
く
な
る
、
魅

力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
」、「
地
域
資

源
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
」
に
つ
い
て



11 令和３年12月1日　はんなん市議会だより　第122号

個 人 質 問

11月30日（火）から11月30日（火）から

　市議会には定例会（３月・６月・９月・12月）
と臨時会（必要の都度）があります。傍聴には難
しい手続きは不要です。本会議当日、議会事務局
の受付で住所、氏名等を記入していただくだけで
自由に傍聴できます。議場の定員は34人です（先
着順・受付開始時間は８時45分から）。また、委
員会室や市役所ロビーでのテレビ中継も行ってい
ます。どうぞお気軽にお越しください。
　また、傍聴された方を対象にアンケートを実施
しておりますので、ご協力をお願いいたします。
　なお、９月定例会の傍聴者数は、延べ12人で
した。
　現在、新型コロナウイルス感染症対策として、
受付時に検温及び手指消毒のご協力をいただいて
おります。

　会議録は、図書館・公民館・情報公開コーナー、
または市議会ウェブサイトで閲覧できます。
　なお、９月定例会の会議録は11月末頃に完成
予定です。

　
　

本
市
は
今
、
財
政
が
危
機
的
状
況
に
あ

り
、
財
政
の
非
常
事
態
宣
言
の
も
と
に
あ
る
。

今
回
の
財
政
再
建
は
、
将
来
の
阪
南
市
の
た

め
に
、
不
退
転
の
決
意
と
覚
悟
で
や
り
遂
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
よ
り
も
肝
心
な
こ

と
は
、
も
て
る
資
産
を
有
効
利
活
用
し
て
、

新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
幸

い
本
市
に
は
、
約
１
万
５
千
坪
の
遊
休
地
と

１
２
６
の
公
共
施
設
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資

産
を
有
効
利
活
用
し
て
、
長
期
に
わ
た
る
安

定
し
た
財
源
を
確
保
す
れ
ば
、
ど
う
か
。

問

　
　

財
源
の
積
極
的
な
確
保
の
重
要
な
取
組

の
ひ
と
つ
と
な
る
公
共
施
設
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
次
世
代
に
過
度
な
負
担
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
将
来
の
人
口
動
向
に
見
合
っ
た

施
設
総
量
の
最
適
化
を
図
る
た
め
、
今
後
の

取
扱
い
方
針
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
用
地
・
施
設
が
抱
え
る
課
題

な
ど
の
整
理
を
行
い
、
そ
の
取
扱
い
が
決
定

し
た
場
合
は
、
売
却
や
利
活
用
の
手
続
き
を

進
め
、
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答

本
市
に
は
、
約
１
万
５
千
坪
の
遊
休
地
と
１
２
６
の
公
共
施
設
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
資
産
を
有
効
利
活
用
し
、
新
た
な
財
源
を
確
保
す
れ
ば
ど
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
抱
え
る
課
題
を
整
理
し
、
取
扱
い
が
決
定
し
た
場
合
は
、

売
却
や
利
活
用
を
進
め
、財
源
の
確
保
を
図
っ
て
参
り
た
い
。（
市
長
）

岩室　敏和

資産の有効利活用による
新たな財源（収入）確保

令和

請
願
・
陳
情
の
出
し
方

　

請
願
書
、
陳
情
書
の
書
き
方
、
留
意

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
…�

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
そ
の
件
名
、

要
旨
及
び
理
由
を
簡
単
に
、
わ
か

り
や
す
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

②
…�

提
出
年
月
日
、
提
出
者
の
住
所
を

記
載
し
、
提
出
者
が
署
名
ま
た
は

記
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

③
…�

請
願
書
は
１
人
以
上
の
紹
介
議
員

が
必
要
で
、
表
紙
に
署
名
ま
た
は

記
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

④
…�

紹
介
議
員
が
な
い
と
き
は
、
陳
情

書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
…�

道
路
等
は
簡
単
な
略
図
・
図
面
等

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

請
願
・
陳
情
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情

報
（
住
所
、
氏
名
等
）
に
つ
い
て
は
、

会
議
録
等
へ
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
行
政

文
書
と
し
て
情
報
公
開
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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委 員 会 レ ポ ー ト

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

�
８
月
31
日

阪
南
市
立
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
の

�

整
理
統
合
・
整
備
計
画
の
検
証
に
つ
い
て

【
市
か
ら
の
報
告
内
容
】

　

こ
れ
ま
で
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
小
学
校
は
12
校
か
ら
８
校
に
、
中
学

校
は
５
校
か
ら
４
校
に
統
合
す
る
こ
と
が
で

き
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
も
11
園
か
ら
令
和
４

年
度
に
は
２
園
に
な
る
予
定
で
す
。

　

統
合
に
よ
り
当
初
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ

る
適
正
規
模
化
に
つ
い
て
は
概
ね
達
成
で
き

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
更
な
る
少
子
化
の
進

行
に
よ
り
、
現
在
で
は
小
学
校
で
４
校
、
中

学
校
で
２
校
、
幼
稚
園
で
は
現
時
点
で
４
園

す
べ
て
が
適
正
規
模
に
満
た
な
い
学
校
園
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
適
正
規
模
に
満
た
な

い
学
校
園
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
整
理
統
合
で
耐
震
補
強
に
よ

る
安
全
確
保
や
老
朽
改
修
、
空
調
設
備
の
導

入
等
、
施
設
環
境
は
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
に
お
い
て
は
、
学
級
数
の
増
加

に
よ
り
友
人
関
係
に
広
が
り
が
生
ま
れ
、
学

る
。
そ
の
辺
の
展
望
を
お
伺
い
す
る
。

　
　
　
　

実
際
に
子
ど
も
の
減
り
方
は
早
い

と
い
う
の
も
心
得
な
が
ら
、
一
方
で
本
当
に

や
り
切
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
あ
る
。

皆
さ
ん
の
声
も
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、
一

方
で
急
ぎ
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
に
は
、
こ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

小
中
一
貫
教
育
や
学
校
選
択
制
ま
で

視
野
に
入
っ
て
く
る
と
な
る
と
、
整
理
統
合

と
い
う
言
葉
で
は
な
く
、
新
し
い
阪
南
市
の

教
育
を
考
え
る
と
い
っ
た
視
点
で
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
検
討
委
員
会
の

あ
り
方
は
す
ご
い
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
十

分
な
検
討
を
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
整
理
統
合
よ
り
も
一

歩
進
ん
だ
形
で
阪
南
市
の
教
育
の
形
を
明
示

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ご
意

見
も
心
に
留
め
な
が
ら
、
今
後
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

教
育
長

委
員

教
育
長

習
・
学
力
の
上
昇
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
運
営
に
お
い
て
も
、
教
員
の

増
加
に
よ
り
多
面
的
に
支
援
・
指
導
が
で
き

る
機
会
が
増
え
、
教
員
に
と
っ
て
も
統
合
に

よ
る
プ
ラ
ス
面
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
証
を
踏
ま
え
、「
今
後
の
小

中
学
校
及
び
幼
稚
園
の
あ
り
方
」
を
検
討
す

る
に
あ
た
り
、
①
施
設
の
老
朽
化
等
②
防
災

機
能
③
学
校
跡
地
の
取
扱
い
④
校
区
と
通
学
、

園
区
と
通
園
⑤
学
校
選
択
制
⑥
支
援
教
育
⑦

少
人
数
学
級
⑧
小
中
一
貫
教
育
⑨
学
校
と
地

域
⑩
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
機
能
⑪
幼

児
教
育
の
質
の
向
上
⑫
留
守
家
庭
児
童
会
⑬

財
政
の
13
項
目
の
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
一
定
規
模
の
児
童
生
徒
集
団
を

確
保
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
職
員
集
団
を

配
置
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教

育
内
容
や
指
導
方
法
の
改
善
の
方
向
性
な
ど

を
十
分
勘
案
し
つ
つ
、「（
仮
称
）
阪
南
市
立

学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

抽
出
し
た
課
題
等
を
参
考
に
検
討
を
重
ね
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
諮
問
・

答
申
を
重
ね
、
最
終
的
に
学
校
の
あ
り
方
の

答
申
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
整
理
統
合
・
整

備
計
画
（
案
）
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　

出
生
数
が
月
に
20
人
に
満
た
な
い
月

も
多
い
中
で
、
３
年
か
け
て
計
画
を
立
て
た

と
き
に
ず
れ
が
生
じ
て
こ
な
い
か
不
安
で
あ

委
員

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
議

の
付
託
案
件
以
外
の
主
な
報
告
事

項
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　本
誌
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
身

近
な
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、
内
容
や

レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
の
ご
提
言
等
な

ん
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご

感
想
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　

12
月
の
声
を
聞
く
頃
と
な
り
、
本
格
的
に
寒
く

な
り
ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

10
月
初
旬
に
市
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業
が
開

催
さ
れ
、
本
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
の
功

績
を
た
た
え
ま
し
た
。
伝
統
文
化
で
あ
る
や
ぐ
ら

を
〝
地
域
の
宝
物
〟
と
大
切
に
し
て
、
汗
を
か
き

な
が
ら
、
丁
寧
に
手
入
れ
を
行
っ
て
い
る
様
子
を

拝
見
し
、厳
し
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、ま
ち
に
と
っ

て
必
要
な
こ
と
を
自
然
体
に
推
進
す
る
姿
は
心
強

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
臨
時
会
で
は
、
議
長
は
じ
め
役
員
を
選

出
し
、
不
退
転
の
覚
悟
を
持
っ
て
重
要
課
題
に
取

り
組
む
べ
く
始
動
し
ま
し
た
。

　

は
ん
な
ん
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
住
民
と
し
っ

か
り
と
結
び
つ
い
た
議
会
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。	

（
岡　

や
よ
い
）

議会広報
編集委員会委員

〒
５
９
９
－
０
２
９
２

阪
南
市
尾
崎
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３
５
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１

　
　
　

議
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広
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TEL
４
７
１
－
５
６
８
０

（直）

e-mail	gikai-syomu@
city.hannan.lg.jp

委　員　長　岡　やよい

副委員長　百々　麻希

委　　員　山本　　守

委　　員　畑中　　譲

委　　員　上甲　　誠

オブザーバー

議　　長　岩室　敏和

副　議　長　中村　秀人


